
小見川地区
 

10 
日
㈪

小見川市民センター
（小見川支所） 9:20～10:00

五郷内青年研修所 10:10～10:30
農協旧良文支所 10:50～11:10
岡飯田区民センター 11:20～11:40
農協旧森山支所 13:00～13:30
社会福祉センターさくら館 13:40～14:10
小見川海洋センター 14:20～14:50

11
日
㈫

下小堀淨福寺 9:20～ 9:50
農協旧豊浦支所 10:00～10:30
一ノ分目青年館 10:40～11:10
織幡青年館 11:25～11:45
平石集会所 13:00～13:30
農協神里集荷所 13:40～14:10
油田青年館 14:20～14:40
白井青年館 14:50～15:10

18
日
㈫

一ノ分目新田区民館 9:50～10:10

21
日
㈮

大倉水郷団地児童公園 10:50～11:10

栗源地区

12
日
㈬

栗山川ふれあいの里公園 9:00～ 9:30
大畑公会堂 9:40～ 9:55
高萩青年館 10:05～10:20
受所区民センター 10:30～10:45
上の台区民センター 10:55～11:10
中峰区民センター 11:20～11:35
西田部青年館 13:00～13:15
浅黄農村共同館 13:25～13:40
沢区民センター 13:50～14:05
開進やすらぎの家 14:15〜14:30
荒北区民センター 14:40～14:55
助沢青年館 15:05～15:20
山田地区

13
日
㈭

長岡青年館 9:00～ 9:20
原宿青年館 9:30～ 9:50
南四ツ塚青年館 10:00～10:20
在郷集会所 10:30～10:50

13
日
㈭

入小保内青年館 11:00～11:20
奥山構造改善センター 11:30～11:50
田部共同館 13:00～13:30
かとり農協本店 13:40～14:10
吉野平児童公園 14:20～14:40

14
日
㈮

米野井青年館  9:00～ 9:20
神生区民センター 9:30～ 9:50
仁良青年館 10:00～10:20
三浦谷やすらぎの家 10:40～10:55
農協旧山倉支所
ATMコーナー 11:10～11:30

小川青年館 13:00～13:20
農協旧新里支所 13:40～14:10
桐谷コミュニティ
センター 14:20～14:50

佐原地区

17
日
㈪

みずほ台堀之内公園 9:10～ 9:40
農協旧瑞穂支所 9:50～10:20
農協旧東大戸支所 10:30～11:00
大戸神社 11:10～11:40
観音区公民館 13:00～13:20
与倉公会堂 13:40～14:00
玉造南公園 14:20～14:40
岩ヶ崎地区公民館 15:00～15:20

18
日
㈫

向津公会堂 9:10～ 9:30
一ノ分目新田区民館 9:50～10:10
市和田公民館 10:30～10:50
磯山公民館 11:00～11:20
農協旧北支店 11:30～11:50
本津公民館 13:00～13:20
長島児童遊園 13:40～14:00
荒川天妃神社 14:10～14:25
石納観照院 14:45～15:00

19
日
㈬

観福寺 9:00～　9:40
浄国寺 9:50～10:15
旧第一公民館 10:25～10:50
荒久不動尊 11:05～11:30
篠原惣持院 13:00～13:30
又見神社 13:40～14:10
新市場地蔵院 14:30～15:00

　生後3カ月以上の犬は狂犬
病予防注射を毎年受けなけれ
ばなりません。
　犬の登録・狂犬病予防集合
注射を次の日程で行います
（雨天実施）。　
■持ち物
◇通知はがき
　はがきを忘れた人は、登録
確認のため、時間がかかります。
■手数料
◇登録済みの犬…3,500円
◇未登録の犬……6,500円
■お願い
◇注射会場では、他の市町村
から転入してきた犬の変更手
続きや、鑑

かん
札
さつ
・注射済票紛失

での再交付の受け付けはでき
ません。環境安全課、または
各支所担当窓口へ届け出くだ
さい。
◇犬の体調が悪い場合や、以
前の予防接種後に異常があっ
た場合は、集合注射を受けず
に、近くの獣医師に相談して
ください。
◇会場へは犬をしっかり押さ
えられる人が連れて来てくだ
さい。
◇犬がふんをした場合は、飼
い主が責任を持って必ず持ち
帰りましょう。

20
日
㈭

本矢作公民館 9:10～ 9:30
福田伊能商店前 9:50～10:10
九美上第二公民館 10:20～10:40
下小野八幡神社 10:50～11:10
返田神社 11:20～11:40
農協旧南支店 13:00～13:20
おおさき区民館 13:30～13:50
本多動物病院 14:00～14:30

21
日
㈮

香取市役所駐車場 9:00～10:00
多田新田公会堂 10:20～10:40
大倉水郷団地児童公園 10:50～11:10
側高コミュニティセンター 11:20～11:40
津宮大岸児童遊園 13:00～13:15
津宮コミュニティホーム 13:25～13:40
多田島公会堂 14:00～14:15
森戸公民館 14:35～14:50

の登録･狂犬病予防注射 問環境安全課　☎(50)1248

　
国
で
は
、
販
売
農
家
の
農
業
経

営
が
継
続
で
き
る
環
境
を
整
え
る

た
め
、
経
営
所
得
安
定
対
策
（
米

の
生
産
調
整
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
実
行
組
合
を
通

じ
て
、
平
成
29
年
産
米
の
生
産
数

量
目
標
の
通
知
お
よ
び
概
要
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
、
ま
た
は
郵
送

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
そ
ち
ら

を
確
認
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
6
月
30
日
㈮
ま
で

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

■
対
象
　
販
売
目
的
で
対
象
作
物

を
生
産
す
る
販
売
農
家
と
集
落
営
農

■
交
付
単
価

◇
戦
略
作
物
助
成
　
下
表
を
参
照

◇
産
地
交
付
金
　
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
て
、
戦
略
作
物
助
成
の
対

象
作
物
の
生
産
性
向
上
、
地
域
振

興
作
物
や
備
蓄
米
の
生
産
取
り
組

み
な
ど
を
支
援

■
注
意
事
項
　
出
荷
・
販
売
契
約

を
締
結
し
て
い
な
い
作
物
は
交
付

金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
取
組

作
物
は
必
ず
、
出
荷
・
販
売
契
約

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

問
香
取
市
農
業
再
生
協
議
会
（
農
政
課
内
）
☎
（50）
1
2
5
8

対　象 交付単価
麦、大豆、飼料作物 3万5,000円/10a
WCS（稲発酵粗飼料）用稲 8万円/10a
加工用米 2万円/10a
※飼料用米、米粉用米 収量に応じ5万5,000円～

10万5,000円/10a
※香取市の単収（560㎏）で交付単価8万円、ただし当年産の作
柄に応じて交付金算定の単収が調整されます

別途、市・県の奨励金、補助金の上乗せがあります
戦略作物助成の交付単価

を
集
荷
業
者
と
締
結
し
て
か
ら
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

米
の
直
接
支
払
交
付
金

■
対
象
　
生
産
数
量
に
従
っ
て
、

販
売
目
的
で
主
食
用
米
を
生
産
す

る
販
売
農
家
と
集
落
営
農

※
米
の
生
産
数
量
目
標
達
成
が
交

付
の
条
件
と
な
り
ま
す

■
交
付
単
価

　
7
5
0
0
円
／
10�

ａ

　
主
食
用
米
の
作
付
面
積
か
ら
、

自
家
消
費
米
相
当
分
と
し
て
一
律

10
a
を
控
除
し
て
算
定

※
本
交
付
金
は
平
成
29
年
産
ま
で

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

（
ゲ
タ
対
策
）

■
対
象
　
認
定
農
業
者
、
集
落
営

農
、
認
定
新
規
就
農
者

■
対
象
作
物
　
麦
、大
豆
、そ
ば
、

な
た
ね
な
ど

米
・
畑
作
物
の
収
入
減
少
影
響
緩

和
交
付
金
（
ナ
ラ
シ
対
策
）

　
こ
の
対
策
は
米
価
の
変
動
な
ど

に
よ
っ
て
生
じ
た
収
入
の
減
少
を

補
て
ん
す
る
保
険
的
制
度
で
す
。

■
対
象
　
認
定
農
業
者
、
集
落
営

農
、
認
定
新
規
就
農
者

■
対
象
作
物
　
米
、麦
、大
豆
な
ど

犬猫の不妊去勢手術費補助

　申し込みは、市ホームページから
ダウンロードするか、環境安全課・
各支所で配布する申請書に必要な書
類を添付して提出
■対象
◇不妊・去勢手術を受けた日を含め
引き続き市内に居住し、住民基本台
帳に登録されている人
◇市税に未納がない人
◇販売を目的として飼育されていな
い犬・猫の飼い主であること
※犬は狂犬病予防法に基づく登録、
注射を行っていること
■申請に必要な書類　
①手術を受けた領収書（1年以内の
もの）、②市税に未納のないことの
証明、③申請書、④請求書

手術後、1年以内に申請で
1頭当たり5,000円（1世帯2頭まで）

飼
料
用
米
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

問
農
政
課
　
☎
（50）
1
2
5
8

お
す
す
め
す
る
理
由

　
主
食
用
米
の
需
要
が
減
り
続
け

生
産
過
多
に
陥
っ
て
い
る
一
方
、

飼
料
用
米
は
飼
料
工
場
や
畜
産
農

家
で
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
や
県
の
支
援
策
を
受
け
ら

れ
安
定
し
た
収
入
が
確
保
で
き
る

ほ
か
、
主
食
用
米
の
需
給
が
改
善

し
米
価
回
復
が
期
待
で
き
ま
す
。

平
成
30
年
産
以
降
の
米
政
策

　
国
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標

の
配
分
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
生

産
調
整
す
る
必
要
が
な
く
な
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
食
用
米
を

作
り
過
ぎ
る
と
米
価
が
下
落
し
、

安
定
し
た
稲
作
経
営
が
困
難
に
な

る
た
め
、
需
要
に
応
じ
た
米
生
産

の
継
続
が
必
要
で
す
。

稲
作
農
家
の
皆
さ
ん
へ

4月

春の全国交通安全運動

おともだち
むこうにいても みぎひだり

4月10日㈪は交通事故死ゼロを目指す日

4月6日㈭～4月15日㈯

平成29年4月1日行政情報 6広報かとり


